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◇学校の教育目標
◇教 育 理 念
◇行 動 目 標

学 ぶ 生 徒 さ さ え 合 う 生 徒 き た え る 生 徒
共 存 へ の 創 造

めあてはあるか やつているか ねばつているか 楽しんでいるか

11月 2日 (木)全校

上石津学園を、どんな学校にしたいか
。全校が高め合 う (学午を超えて )

・他学年との関わりを深めたい

。基礎がある 。笑顔があふれる学校

・全校が協力 し全力を尽くせる

。何十年後も美 しいきれいな学校
。みんなが楽 しい・信頼 し合 う学校
。一人一人が動ける 。自分から動く学校

・学年の壁を越えて高め合 う

10月 11日 (水 )に 「上石津学園で目指すこと」として上石津学園

のコンセプ トの説明がありました。

それを受けて 11月 2日 (本)に以下の観点で全校討論会を行い

ました。

1年生から3年生の生徒が、主体的に自分の考えを述べ合いまし

た。

上石津学園で、どんな自分に成長したいか
。自分から発言できる自分に

。主体的に動く、主体性は大切

・指示される前に自分から動く

・後からじゃなく、始めから動く

・先を見つめ、なりたい姿へのビジョンをもつ

・誰かの手伝いをして、安心させる人

・将来のために多くのことを身に付ける
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そのために、後期、どのように取り組んでいくか
。自ら動き、小学生によい手本を見せられるように
。自分から発言して、周りが発言しやすくする
。初めての委員会から頑張る、学級で呼び掛けをする
。主体性をもつ。来年への準備期間と考えて力を付ける
。発言をたくさんする。積極的に取り組む
。学習委員の仕事で基礎を高める。・感謝ができる人になる
。主体性とは何かをはっきりさせ、目的をもって行動する
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文化祭
11月 14日 (火 )にスローガン「過去から現在、そして未来へ～開校に向けて歩む私達～」
として文化祭を開催 しました。

生徒たちは、仲間と共に表現することの楽 しさを味わいながら、学年・全校としての一体感

を生み出し、感動の合唱を届けることができました。

また、生徒会は作曲家江日夜詩生誕 120周年であることを機に、上石津が音楽にゆかりの町

であることを独 自のス トーリーで伝えていました。

午後には、2marimba&piano「 凛」のマリンバとピアノの演奏による音楽鑑賞を行いました。
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プロフェッショナルセミナー2023
11月 18日 (土)にプロフェッショナルセ ミナー 2023と して、 20名 の講師を招き、
8ク ラス 3時間で 24講座の職業講話を開催 しました。
講師の方々には、スライ ドを使ったり、実演 したり、実際に体験させていただいたりして、

どの講座もとても興味深いものでした。生徒にとっては新鮮な話ばかりでした。学校だけでは

知ることができない様々な職業に触れ、生徒一人一人の視野を広げることができました。主催

していただいたPTAの 方々からも「やってよかった」という声をたくさん聞きました。子ど
もにとっても大人にとっても充実感が感 じられ、上石津学園になっても継続 したい行事となり

ました。
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短縮 5時間授業 三者懇談④
道徳「取組の振り返り」

給食センター見学

短縮日課6時間 道徳「LINEみらい財団オンライン授業」

⑥ひびきあい集会

⑥ 2年生がん教育講座
「冬休みの計画」「3年テスト計画」

委員会「2学期の反省」「1月 の計画」
生活の振り返り

⑥生徒指導の話、地区生徒会、大掃除

④ 2学期終業式

連絡とお知らせ

皇」幽整
ホームページの掲示板でニュー
スを更新しています。ぜひご覧く
ださい。

塾饉壺 麹並
12月 4日 (月 )が 口座引き落
とし日です。前日までに、登録済

みの回座へ入金をお願いいた し

ます。
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1日 (金 )

4日 (月 )

5日 (火 )

6日 (水 )

7日 (本 )

8日 (金 )

15日 (金 )

18日 (月 )

20日 (水 )

22日 (金 )

26日 (火 )


